
第
九
十
入
舞

第
九
巻

第
五
珊

露
魂
観
念
の
分
艦
に
つ
い
て

宇
　
野
　
圓
　
空

悶

‘127

　
マ
ラ
イ
人
や
イ
ン
ー
3
、
矛
シ
ァ
人
が
マ
ラ
イ
語
の
ス
マ
ン
ガ
ト
、
ま
た
は
之
ご
同
系
の
地
方
語
で

言
ひ
表
は
さ
れ
る
特
殊
の
露
魂
鶴
念
を
持
・
つ
て
居
る
こ
ご
は
，
さ
き
に
龍
谷
大
急
登
叢
第
二
五
四

號
に
寄
せ
た
拙
稿
に
、
数
多
の
事
例
を
暴
げ
て
説
明
し
元
早
り
で
あ
る
。
而
し
て
此
ス
マ
ン
ガ
ト

の
槻
念
が
普
通
の
個
髄
的
な
露
魂
こ
ε
に
死
．
盤
の
槻
念
ε
は
全
然
其
種
類
の
異
る
こ
ご
、
ま
た
そ

れ
が
彼
等
の
問
に
固
有
な
原
始
的
な
露
魂
愛
念
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
ご
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
多

少
の
暗
示
を
附
加
へ
て
置
い
た
。
尤
も
詳
し
く
云
へ
ば
ス
マ
ン
ガ
ト
の
窺
念
も
庭
に
よ
り
、
物
に

よ
っ
て
多
少
斯
々
で
あ
っ
て
、
時
こ
し
て
は
そ
れ
が
馬
丁
的
な
ま
た
人
格
的
な
即
事
こ
し
て
認
め

　
　
　
　
欝
魂
槻
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
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哲
學
研
究
　
第
九
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

ら
れ
る
こ
ビ
も
少
く
な
い
が
、
し
か
も
其
本
來
の
勝
質
は
非
人
格
的
な
、
而
し
て
余
う
個
性
の
明
か

で
な
い
普
遍
的
な
霊
魂
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
、
に
は
二
種
の
霊
魂
概
念
が
他
の
馬
事
毒
念
に
謝

し
て
如
何
な
る
地
位
に
あ
る
か
、
又
何
故
に
こ
れ
が
最
も
原
本
賄
の
も
の
こ
見
極
さ
れ
る
か
を
梢

詳
細
に
考
察
し
て
見
よ
う
。

　
他
の
運
開
人
民
に
於
て
も
屡
々
見
る
や
う
に
、
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
入
に
は
種
類
の
異
っ
た
幾

つ
か
の
霊
魂
を
、
こ
ご
に
入
間
に
於
て
認
め
・
る
場
合
が
甚
だ
多
い
。
例
へ
ば
マ
ラ
ッ
カ
孚
島
の
マ

ラ
イ
入
は
ス
マ
ン
ガ
ト
ε
ニ
ャ
ワ
ε
マ
ラ
ト
エ
カ
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
マ
ラ
イ
入
は
ス
マ
ン
ゲ
ト
、

ニ
ャ
オ
ト
、
ア
ル
ァ
フ
等
の
三
つ
の
露
魂
を
考
へ
、
バ
タ
ク
人
は
ト
ン
デ
ィ
ご
ベ
グ
、
ジ
ャ
フ
入
は
ス

マ
ン
ガ
ト
ご
ニ
ャ
フ
ご
ス
グ
マ
等
を
魑
歯
し
、
ス
ン
グ
島
か
ら
西
南
諸
島
モ
ソ
ユ
ッ
カ
諸
島
に
於

て
も
賂
々
此
等
ご
同
名
の
二
つ
又
は
三
つ
の
璽
爽
擬
念
が
あ
る
。
セ
レ
ベ
ス
、
ハ
ル
マ
へ
ー
ラ
及

び
サ
ン
ギ
ル
で
も
多
少
画
名
は
異
る
が
、
｝
＝
こ
相
並
ん
で
認
め
ら
れ
て
居
る
露
払
の
内
容
は
大
賂

こ
れ
ご
同
様
で
あ
る
。
ボ
ル
ネ
オ
で
は
グ
ヤ
ク
入
の
ウ
フ
、
プ
ご
ブ
ル
ワ
、
オ
ロ
ガ
ジ
ウ
族
の
ハ
ム

バ
ル
ァ
ン
ご
り
ア
ウ
、
オ
ロ
ド
ス
ン
族
の
ア
ミ
ル
ァ
ご
ア
ン
デ
ィ
ア
ン
等
多
く
は
二
つ
の
露
魂
が

認
め
ら
れ
る
○
　
フ
ィ
リ
ッ
ゼ
ン
に
は
タ
ガ
ロ
ク
族
等
の
カ
ク
ト
ボ
又
は
ヵ
ト
ト
ボ
ご
ア
ニ
ト
が

言
立
し
、
バ
ゴ
ボ
族
其
他
は
二
つ
の
ギ
モ
ク
ド
を
信
じ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
声
の
ホ
ブ
人
は
テ
イ
ナ
ご
ア



　
イ
ナ
ビ
マ
ト
ア
ト
ア
ε
の
三
つ
の
露
魂
を
匪
別
し
て
居
る
ピ
云
は
れ
る
。

　
　
此
等
イ
ン
ー
3
ネ
シ
ア
人
の
中
に
は
三
四
の
窯
魂
観
念
を
多
少
組
．
織
的
に
考
へ
て
居
る
者
が
あ

　
る
。
　
．
ハ
タ
ニ
洲
の
マ
ラ
イ
人
は
死
露
バ
デ
．
イ
（
9
3
の
外
に
メ
マ
ン
ガ
ト
、
質
フ
、
ニ
ャ
フ
の
三
つ
の

　
露
魂
を
遜
別
し
て
考
へ
、
（
1
）
ミ
ナ
ソ
カ
バ
ウ
の
マ
ラ
イ
入
は
其
ニ
ャ
ォ
ト
を
ニ
ャ
オ
｝
ナ
バ
ナ
2
！

　
（
菖
薮
。
。
呂
僧
曇
δ
）
ε
ニ
ャ
オ
ト
・
レ
ハ
ン
（
量
α
憎
夢
§
）
ご
の
二
に
分
け
て
、
後
者
を
ス
マ
ソ
ゲ
ト
ご
同
一

　
親
し
、
ま
た
軍
な
る
ニ
ャ
ォ
ト
は
屡
々
死
露
ア
ル
ァ
フ
（
碧
薮
ど
ビ
認
め
る
こ
ご
も
あ
る
。
（
2
）
バ
タ
ク

　
入
は
註
ハ
鷲
皿
魂
…
ト
ン
デ
ィ
に
｝
ン
デ
ィ
・
シ
グ
ソ
マ
ン
（
8
嵩
臼
も
嗜
腕
σ
Q
三
野
日
舞
ご
ω
骨
2
・
σ
Q
（
）
出
σ
q
o
田
）
ト
ン
デ
ィ
・
シ
ア

　
ン
谷
戸
ラ
（
叶
9
費
。
・
凶
韓
冨
冨
芭
ト
ン
デ
ィ
・
シ
ホ
ル
ホ
ル
（
帥
9
】
鼠
・
。
一
。
H
δ
戦
鮎
μ
9
）
の
三
種
あ
り
と
し
、
（
．
∂
）
ス
ン

　
ダ
人
は
露
魂
に
ル
・
ン
ブ
タ
ン
（
憂
似
島
び
9
舞
）
叉
は
ア
チ
（
p
蔓
）
ε
ユ
ニ
（
言
5
及
び
ス
ク
マ
（
ω
昏
B
即
）
の

　
三
つ
の
鋼
立
を
認
め
て
居
る
。
（
4
）
北
都
セ
レ
ベ
ス
の
ゴ
ロ
ン
タ
陥
入
は
霊
魂
ニ
ャ
フ
に
、
ニ
ャ
フ
ル

　
フ
リ
ド
ラ
ソ
（
膏
毒
8
。
ぎ
。
ま
密
凶
”
邑
二
露
…
）
二
。
フ
・
ラ
フ
マ
ニ
（
量
自
身
準
星
）
二
。
フ
・
ロ
バ
ニ
（
岳

　
．
ノ
蕗
戦
○
ぎ
臣
）
ニ
ャ
フ
・
ジ
ヶ
ス
マ
ニ
（
菖
銭
奉
＆
9
ω
9
9
8
の
四
種
の
遜
別
が
あ
り
と
す
る
o
e
り
）
も
ビ
よ
）
此

　
等
は
彼
等
の
間
に
一
般
に
行
は
れ
て
居
る
逓
俗
的
な
霊
魂
槻
念
で
は
な
く
、
多
少
の
思
索
を
経
淀

　
特
殊
の
露
魂
説
で
あ
る
が
、
ε
に
か
く
彼
等
が
同
時
に
幾
多
の
露
魂
を
認
め
ん
ε
す
る
一
般
的
傾

　
向
は
託
中
に
現
は
れ
て
る
る
。

姻　
　
　
　
　
鑑
班
魏
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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暫
學
研
究
　
第
九
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
な
ほ
マ
ラ
イ
入
特
に
マ
ラ
。
ヵ
孚
島
の
マ
ラ
．
4
入
は
影
、
映
像
、
入
形
、
鳥
、
生
命
等
七
種
の
露
魂
を

認
め
て
居
る
ビ
云
は
れ
、
其
儀
式
に
は
七
つ
の
盤
を
呼
び
、
七
つ
の
璽
に
供
養
す
る
こ
い
ふ
や
う
な

こ
ε
が
多
い
。
然
し
こ
れ
は
七
個
の
震
魂
ε
い
ふ
よ
り
も
、
む
し
ろ
同
一
の
霊
魂
の
七
様
の
顯
現

で
あ
っ
て
、
二
二
の
中
心
住
慮
を
頭
、
心
臓
、
血
液
等
身
膣
の
異
っ
た
部
秀
に
認
め
る
ご
同
じ
や
う
な

意
味
に
於
て
、
根
本
観
念
は
む
し
ろ
一
種
の
霊
魂
t
瞬
着
す
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
。
（
6
）

（
註
）
1
＞
§
聾
無
｝
ρ
男
。
U
屯
。
躍
§
臼
潔
お
ぎ
p
ヨ
9
頭
件
ぎ
峯
一
p
誘
。
コ
ぎ
費
§
二
〇
。
葺
。
詔
お
。
攣
讐
．
0
9
・
直
0
9

　
　
2
　
弓
二
〇
ヨ
u
麟
舞
葺
ぎ
置
彰
。
び
ご
畠
魯
ζ
ヨ
翌
㈹
ぎ
｛
）
p
戸
置
目
9
吋
男
瓦
p
轟
器
量
お
劇
。
〈
雪
ぎ
義
g
（
切
傷
昏
お
。
轟
8
什
幽
。
餌
乱
轡
§
餌
§
＜
o
郎
〇
三
（
蕎
自
。

　
　
　
≦
コ
以
a
o
浄
ま
・
・
。
プ
周
乙
一
（
♂
同
○
。
ゆ
o
u
摯
く
）
態
・
お
い
8
・

　
　
3
　
ノ
＜
…
庸
§
・
L
）
Φ
〈
〇
三
）
嘱
⇔
…
臼
9
塗
】
島
釜
ポ
H
り
H
ρ
嵩
H
二
）
・
G
。

　
　
4
　
！
く
爵
窪
し
三
餌
】
マ
囲
2
図
吋
蕊
ゴ
垣
9
§
…
”
二
の
琶
σ
帥
二
自
。
二
見
〔
葬
3
。
＝
N
ご
皐
冒
・
剖
お
o
O
二
》
・
員
・

　
　
5
　
H
（
誉
藻
し
三
鳥
二
》
・
H
ω

　
6
　
り
Q
寮
鼻
㌶
．
身
鴇
諮
3
団
。
隔
お
o
P
M
）
・
娠
。
・

撫縄

欄

　
か
や
う
な
幾
多
の
露
魂
観
念
が
相
並
ん
で
存
在
す
る
場
倉
に
．
第
「
に
我
々
の
淫
意
を
ひ
く
こ

ビ
は
、
多
く
は
そ
こ
に
生
露
と
死
嬢
こ
の
聖
別
の
あ
る
こ
ε
で
あ
る
Q
即
ち
前
者
は
生
命
の
支
持
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者
η
ハ
は
生
命
其
物
こ
し
て
、
生
き
た
身
駐
に
堕
す
る
震
魂
で
あ
る
に
制
し
て
、
後
者
は
身
醗
の
死
後

に
獲
存
し
て
、
濁
立
の
存
在
を
保
っ
て
居
る
盤
魂
で
あ
る
○
爾
者
が
ざ
の
程
度
ま
で
肉
膿
ご
結
合

し
、
ま
た
は
分
離
し
得
る
か
、
弐
そ
れ
ら
が
肉
鶴
を
離
れ
て
こ
の
程
度
ま
で
乱
立
の
形
禮
を
有
す
る

か
は
、
場
合
に
、
よ
っ
て
警
醒
傷
・
9
静
世
し
い
差
黒
ハ
は
凄
の
る
が
、
全
麗
賑
ご
｝
し
げ
」
生
馬
滋
は
帯
巾
に
生
命
「
ご
輩
ハ
に
絡

残
し
、
死
襲
は
身
騰
の
生
命
ご
は
濁
立
に
共
存
を
保
つ
ビ
こ
ろ
に
其
特
徴
が
あ
る
Q
　
例
へ
ば
マ
ラ

イ
人
や
マ
ヅ
ラ
人
の
マ
ラ
ト
エ
ヵ
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
の
ア
ル
ァ
フ
ま
た
は
ニ
ャ
ォ
ト
、
バ
タ
ク
入

の
べ
グ
、
ニ
ァ
ス
人
の
べ
ク
，
ジ
ャ
フ
人
ス
ン
フ
入
の
ス
ク
マ
、
マ
カ
サ
ル
入
の
ア
ン
ジ
ャ
（
磐
＆
貰
）
ト
ラ

ジ
ャ
入
の
ア
ン
ガ
（
2
茜
鷺
）
ま
た
は
ア
ニ
ト
（
馨
ぎ
）
、
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
人
の
ヲ
ン
ギ
（
ぞ
雲
σ
q
一
）
、
カ
ヤ
ン
・
グ
ヤ

ク
の
プ
ル
ワ
（
じ
管
2
訂
5
養
）
、
オ
ロ
ガ
ジ
ウ
族
の
ソ
ァ
ウ
（
薮
。
）
、
オ
ロ
ー
3
ス
ン
族
の
ア
ン
デ
ィ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

（
ρ
民
ぎ
F
）
、
モ
ル
ッ
ヵ
諸
島
か
ら
西
南
諸
島
、
メ
ン
タ
ヰ
島
等
の
ニ
ト
（
簿
¢
）
及
び
海
ダ
ヤ
ク
人
の
ア
ン

ト
（
p
9
ε
や
フ
ィ
ヲ
ヅ
ピ
ン
特
に
ル
ス
ン
諸
富
の
ア
ニ
ト
（
跨
ぎ
）
の
観
念
な
ご
は
、
必
ず
し
も
軍
純
な

死
霊
ば
か
り
で
な
く
、
時
ご
し
て
屍
璽
や
又
一
般
の
精
確
を
も
含
む
擬
念
こ
な
っ
て
房
る
が
、
ご
に

か
く
生
き
た
身
膿
ρ
し
鵜
塾
し
た
生
露
で
は
な
く
し
て
、
死
後
の
濁
耀
し
だ
露
骨
、
少
く
ビ
も
死
後
に

存
績
し
て
持
別
の
生
活
を
有
す
る
震
魂
で
あ
る
○

　
尤
も
こ
れ
ら
死
露
の
中
に
は
、
身
盤
の
死
後
・
に
新
た
に
登
生
す
る
か
、
ま
た
は
生
前
か
ら
存
在
し

　
　
　
　
撚
魂
凝
念
の
分
化
に
つ
い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
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挙
挙
研
御
ゐ
　
雄
華
九
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

て
死
ε
同
時
に
特
に
養
化
し
た
も
の
こ
、
生
前
の
霊
魂
が
そ
の
ま
、
死
後
に
淺
存
し
て
死
霊
こ
な

る
も
の
こ
あ
る
。
例
へ
ば
上
詑
の
マ
ラ
ト
エ
カ
、
ア
ル
ア
フ
、
ペ
グ
ま
た
は
ベ
ク
、
ア
ン
ジ
ャ
、
ア
ン
ガ
、

ア
ン
デ
ィ
ア
ソ
、
ソ
ア
ウ
、
二
》
及
び
ア
ニ
｝
の
如
き
は
前
者
で
あ
り
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
入
の
ニ
ャ
オ

ト
、
カ
ヤ
ソ
人
の
ブ
ル
フ
等
は
後
者
に
艦
す
る
。
然
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
死
聾
斜
路
は
全
膿
ご

し
て
後
者
の
種
類
は
甚
だ
稀
で
あ
っ
て
、
死
霊
は
少
く
ご
も
生
前
の
璽
魂
が
著
し
い
鍵
化
を
し
た

も
の
ご
見
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
ニ
ャ
フ
は
身
艦
の
死
ε
共
に
マ
ラ
ト
エ
ヵ
ε
な
り
、
ニ
ト
、
ア
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫

㍗
ε
な
る
の
で
あ
っ
て
、
ト
ン
デ
ィ
が
ベ
グ
ご
な
り
、
ノ
ソ
（
降
O
の
O
）
が
ベ
グ
ご
な
b
、
オ
ロ
ガ
ジ
ウ
族
の

ハ
ム
バ
ル
ァ
ン
が
ソ
ァ
ウ
こ
な
り
、
バ
ゴ
ボ
族
の
ギ
モ
ク
ド
が
ブ
ソ
（
び
器
○
）
こ
な
る
の
も
、
皆
死
に

於
け
る
璽
魂
の
凝
化
、
換
言
す
れ
ば
死
露
ご
生
霊
ご
の
多
少
朋
確
な
麗
別
を
示
す
も
の
で
あ
る
○

　
か
く
生
馬
が
身
膿
の
死
に
俘
っ
て
死
露
ε
な
る
理
化
の
最
も
著
し
い
黙
は
、
そ
れ
が
第
三
者
の

利
害
に
關
し
ザ
、
中
性
的
な
製
革
か
ら
、
葬
り
又
は
守
護
の
能
力
あ
る
も
の
こ
な
る
こ
ε
で
あ
る
が
、

同
時
に
ま
た
其
本
質
に
於
て
も
、
死
霊
は
生
霊
よ
り
も
一
躍
身
膣
ご
の
濁
立
性
が
強
く
な
り
、
其
個

禮
的
性
質
、
形
態
観
念
が
鮮
明
ご
な
り
、
其
活
動
野
並
に
意
識
的
能
力
も
よ
り
多
く
認
め
ら
れ
て
來

る
。
故
に
生
難
の
中
に
は
屡
々
身
腱
か
ら
分
離
し
て
聯
立
に
存
在
し
、
多
少
の
中
質
性
ご
意
識
力

を
具
へ
た
も
の
、
即
ち
普
通
に
入
格
的
こ
い
は
れ
る
璽
魂
紫
蘭
が
あ
る
け
れ
ご
も
、
全
禮
ビ
し
て
死



露
に
は
此
人
格
登
場
が
一
志
明
瞭
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
身
膿
を
失
っ
た
後
の
特

殊
の
存
在
こ
し
て
蓋
し
必
然
的
な
性
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
之
に
反
し
て
生
璽
の
方
は
必
ず

し
も
意
識
的
能
力
や
入
魂
を
必
然
の
性
質
ご
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
だ
ご
ひ
そ
れ
が
程
度
の
差
で

あ
る
に
し
て
も
こ
、
に
．
爾
者
を
涯
別
し
て
見
る
多
少
の
理
由
が
あ
る
。
（
1
）

（
駐
）
1
　
ヵ
へ
践
リ
ゴ
窓
○
琶
侭
貯
。
頃
家
葺
9
”
託
。
「
一
岡
冨
頓
＝
需
「
乙
二
。
話
“
図
O
挿
ρ
℃
鳴
●
羨
P
目
9
・

剛国
悶

433

　
か
く
て
死
霊
の
軍
畑
は
大
墨
取
其
猫
立
性
、
個
冷
性
及
び
意
識
力
の
或
程
度
ま
で
明
瞭
な
所
謂

人
格
的
な
霊
魂
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
早
し
て
生
霊
は
其
人
格
的
こ
い
は
れ
る
も
の
で
も
、
此
等
の
特

徴
が
比
較
的
に
鮮
明
で
眠
い
の
み
な
ら
す
、
む
し
ろ
反
醤
に
常
に
肉
垂
に
依
属
し
て
存
在
し
、
種
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

の
凝
望
に
普
編
共
通
な
力
又
は
質
ご
し
て
、
意
識
を
も
持
た
な
い
や
う
な
霊
魂
の
槻
念
が
甚
だ
多

い
の
で
あ
っ
て
、
特
に
後
者
の
観
念
の
ひ
ろ
く
行
は
れ
て
居
る
こ
ご
は
，
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
特
徴
ご

も
云
ふ
こ
ご
が
忠
來
る
。

・
そ
こ
で
我
々
は
ま
た
生
露
に
も
二
種
の
観
念
を
蓬
写
し
・
て
見
る
。
師
ち
一
は
多
少
重
三
ご
臼

由
な
醐
係
に
在
る
個
髄
的
な
露
魂
で
あ
っ
て
、
ジ
．
ワ
入
マ
ヅ
ラ
人
ス
ン
ダ
入
等
に
於
け
る
ス
ク

　
　
　
　
聡
…
魂
槻
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



4謎

　
　
　
　
誓
蹴
申
研
必
％
　
餓
剛
九
∴
ド
騨
八
龍
鯉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

マ
又
は
ソ
ク
マ
の
魏
念
、
ミ
ナ
ハ
テ
の
ト
ウ
ン
ブ
川
族
の
川
ソ
ガ
ガ
ン
ガ
ン
（
㌘
げ
嵩
σ
q
六
典
O
ご
⑳
植
園
）
、
同
じ
く

ト
ン
テ
ン
ボ
ア
ン
族
の
ヵ
ト
ト
ウ
ァ
ン
（
ぎ
δ
煙
○
三
衣
、
ず
ン
ギ
ル
筆
入
の
カ
ク
ド
ア
ン
曾
篇
搬
警
磐
σ
つ
・
）
、

〃
ス
ン
の
タ
ガ
ロ
ク
族
の
カ
ク
ト
ボ
曾
算
門
曇
び
○
）
、
ま
た
は
カ
ト
・
ボ
曾
暮
○
δ
ぴ
○
）
．
同
イ
バ
ナ
ク
族
の

，
弓
カ
ラ
ル
ァ
（
噛
圃
（
零
話
奏
）
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
一
、
ン
ダ
や
族
の
カ
ラ
亨
ア
（
算
聾
。
ε
、
及
び
ボ
ル
ネ
オ
の
ヵ

ヤ
ン
入
の
プ
〃
ノ
ァ
の
概
念
等
は
大
髄
之
に
燃
し
．
多
く
は
身
朧
の
死
後
に
も
其
ま
》
存
績
し
、
ま
た

は
何
等
か
の
程
撲
に
婁
化
し
て
霜
露
ご
な
る
ご
考
へ
ら
れ
て
居
る
、
．
（
－
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
之
に
醤
し
て
マ
ラ
イ
入
ジ
．
、
ワ
入
．
西
南
諸
島
、
モ
ぞ
．
ヅ
カ
諸
島
及
び
南
部
セ
レ
ベ
ス
に
於
け

る
ス
一
・
ン
ガ
ト
ま
た
は
之
れ
ご
同
系
の
地
方
語
で
云
ひ
表
は
さ
れ
た
生
露
の
掘
念
、
バ
タ
ク
人
の

ト
ン
デ
ィ
、
メ
ン
タ
ヰ
導
入
の
レ
ガ
ト
、
ニ
ァ
ス
入
の
ノ
ン
、
ガ
レ
買
人
の
グ
ル
ミ
、
オ
ロ
ガ
ジ
ウ
入
の

ハ
ム
バ
〃
ア
ン
、
カ
ヤ
ン
入
の
ウ
ソ
プ
等
は
、
比
鞍
醜
に
密
話
な
關
係
を
以
て
身
膿
に
依
存
し
、
動
植

物
其
他
の
物
言
に
長
編
畳
用
鑑
な
霊
魂
で
あ
っ
て
、
意
識
朗
人
優
艶
性
質
を
有
す
る
こ
ε
が
稀
で
あ

る
。
從
っ
て
ま
た
こ
れ
ら
が
死
後
に
二
二
す
る
こ
ご
は
殆
ん
ご
湾
へ
ら
れ
な
い
の
て
あ
っ
て
、
死

欝
ご
は
全
然
溺
種
の
存
在
ご
認
め
ら
れ
て
み
る
こ
ご
が
多
い
○

　
勿
論
以
上
の
や
う
な
生
霊
の
二
種
の
謳
暦
は
、
常
に
裁
然
ご
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
入
の
跳
等
の
概
念
に
臨
す
る
報
告
が
、
科
學
酌
に
十
分
野
實
で
な
い
か
ら
、
其
性
質
の
判



蛎

然
こ
し
な
い
も
の
が
多
い
の
み
な
ら
す
、
彼
等
自
身
に
，
於
て
も
其
観
念
の
内
容
は
常
に
動
援
し
、
外

駿
の
影
響
等
に
よ
っ
て
新
な
説
萌
も
附
撫
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
，
決
定
的
に
之
を
球
分
す
る
こ

ご
は
困
難
で
あ
る
。
例
へ
ば
前
に
暴
げ
た
ス
ク
マ
、
カ
｝
ト
ウ
ァ
ン
雑
V
も
、
本
摩
は
第
こ
覆
の
普
遍

購
な
盤
魂
国
難
ら
し
い
形
跡
を
屡
々
現
は
し
て
居
う
、
ク
ワ
イ
ト
は
之
を
普
蓮
の
露
魂
郎
ち
第
一

種
の
魂
魔
又
は
心
露
ご
辮
す
べ
き
も
の
よ
り
は
、
む
し
ろ
第
二
種
の
露
質
〔
N
置
畠
8
ご
に
贋
す
る
も

の
ε
見
徹
し
て
居
る
○
（
2
）
反
灘
に
ス
マ
ン
ヅ
ト
の
絶
念
も
マ
ラ
イ
入
等
の
間
に
は
屡
々
其
個
膿

醗
人
絡
艶
色
彩
が
濃
厚
に
現
は
れ
て
る
る
こ
ご
が
あ
り
、
バ
タ
ク
人
の
ト
ン
デ
ィ
も
先
に
蓮
べ
た

や
う
に
三
種
に
涯
別
し
て
説
明
せ
ら
れ
る
時
、
前
の
二
の
ト
ソ
デ
ィ
は
死
後
に
獲
存
し
て
ス
マ
ン

ゴ
ト
こ
な
り
、
他
界
生
活
を
螢
む
ご
云
は
れ
る
。
（
、
。
）

　
マ
ラ
イ
人
ジ
み
、
ワ
人
マ
カ
ず
ル
入
プ
キ
人
ブ
戸
人
及
び
ゴ
Ψ
ン
タ
八
人
等
の
有
す
る
ニ
ャ
ワ

に
至
っ
て
は
、
時
に
よ
っ
て
其
性
質
が
護
々
で
あ
っ
て
、
第
一
種
の
心
盤
に
質
す
べ
き
か
、
第
二
の
霊

質
ご
回
す
べ
き
も
の
か
、
殆
ん
ご
之
を
決
．
定
す
る
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
　
ミ
ナ
ン
ヵ
バ
ウ
入
が
其

ニ
ャ
ォ
を
二
種
に
分
っ
て
．
生
命
、
氣
息
ご
活
力
、
意
識
ご
な
し
、
ゴ
寳
ン
タ
眠
人
が
ニ
ャ
フ
を
霊
．
魏
の

総
名
こ
し
て
、
之
に
四
種
の
別
を
立
て
た
こ
ε
は
上
に
…
蓮
べ
だ
が
、
要
す
る
に
こ
れ
は
少
く
ご
も
生

露
魏
念
の
爾
腫
の
い
つ
れ
に
も
属
し
，
ま
た
、
い
つ
れ
を
も
含
む
や
う
で
あ
る
○

　
　
　
　
璽
魂
難
、
念
の
分
艦
に
つ
い
て
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哲
學
研
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第
九
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入
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一
〇

　
此
瓢
に
於
て
二
種
の
生
霊
の
性
質
を
隔
子
的
に
最
も
よ
く
表
は
し
て
居
る
の
は
、
ヵ
ヤ
ン
入
の

ウ
リ
プ
と
ブ
ル
ァ
ε
で
、
あ
る
。
　
ブ
〃
ワ
（
ぴ
讐
5
＜
と
こ
い
ふ
語
に
つ
い
て
、
ニ
ウ
エ
ン
ホ
イ
ス
は
バ
バ
、

ウ
・
ダ
ヤ
ク
人
に
於
て
そ
れ
は
死
後
に
死
露
こ
な
る
こ
こ
ろ
の
一
種
の
生
霊
ト
ン
ル
ワ
（
け
9
二
5
奉
）

ご
雲
立
し
淀
も
の
ご
し
て
居
る
の
で
、
ク
ロ
イ
ト
は
む
し
ろ
之
を
第
二
種
の
生
露
た
る
実
質
ご
見

…
傲
さ
ん
と
し
て
居
る
が
、
ニ
ウ
エ
ン
ホ
，
4
ス
自
身
は
ま
た
之
を
死
後
に
存
呈
す
る
露
魂
ご
し
て
記

述
し
、
特
に
カ
ヤ
ン
入
に
つ
い
て
は
二
種
の
生
露
で
あ
る
マ
タ
カ
ナ
ン
巷
簿
9
同
（
三
碧
）
ε
マ
タ
キ
バ

（
筥
昌
ゆ
賦
σ
♂
）
ビ
を
総
涌
し
て
ブ
ル
フ
ご
云
ひ
、
此
黙
で
は
多
少
報
告
の
明
確
を
鉄
い
て
居
る
や
う
に

思
は
れ
る
。
（
4
）
然
し
カ
ヤ
．
ソ
入
の
ブ
ル
ァ
（
瓢
5
）
ご
ウ
リ
プ
（
舅
剛
℃
）
に
つ
い
て
ホ
ー
ズ
及
び
マ
ク
ド

ガ
ル
の
説
明
す
る
所
に
よ
る
ご
、
前
者
は
死
後
に
存
諾
す
べ
き
二
二
（
σ
q
ぎ
ω
酔
－
ω
〇
三
）
で
あ
り
、
後
者
は
生

活
を
支
持
す
る
生
命
原
理
（
葺
巴
℃
含
。
覧
。
）
ご
し
て
の
露
魂
で
あ
っ
て
、
雨
気
は
そ
れ
ぞ
れ
英
語
の

ω
鷲
匿
ご
8
巳
ラ
テ
ン
語
の
簿
乱
。
三
ω
ご
§
…
8
ρ
ギ
ソ
シ
や
語
の
甥
署
冨
ε
窟
窪
ヨ
9
に
縮
貢
す
る
。
（
．
。
）

　
バ
ス
チ
ア
ン
は
ハ
ワ
イ
入
の
ウ
ハ
ネ
オ
ラ
（
昏
舞
0
2
9
）
ざ
ウ
ハ
ネ
マ
ケ
（
喜
ρ
麗
B
ρ
冨
）
、
ベ
ラ
ウ
島

入
の
ア
タ
ペ
ン
ゲ
ル
（
銭
乾
蚕
μ
σ
q
。
同
）
ε
ア
タ
レ
プ
（
舞
訂
δ
℃
）
等
を
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
生
命
を
保
持
し
生
命

ε
絡
始
す
る
鑑
魂
ビ
死
後
に
死
霊
ご
な
る
べ
き
露
営
ど
の
冊
立
ε
し
て
、
ギ
ソ
シ
ァ
入
の
タ
議
モ

ス
（
帥
ξ
p
δ
ω
）
ε
プ
シ
ュ
へ
（
℃
・
・
）
、
9
0
）
に
相
翫
冨
ふ
9
る
ご
云
っ
て
居
る
○
（
6
）



　
要
す
る
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ス
の
生
霊
槻
念
に
は
、
多
少
の
動
搭
ご
中
聞
の
曖
昧
な
槻
念
は
あ
る

に
し
て
も
、
大
堂
上
死
後
に
死
璽
こ
な
っ
て
存
絶
す
べ
き
穂
個
禮
的
な
生
露
ご
、
生
命
の
根
源
、
支
持

者
と
し
て
生
命
と
置
型
す
る
む
し
ろ
普
遍
的
な
笹
笛
，
邸
ち
罪
質
の
観
念
ご
が
存
在
す
る
ご
云
は

な
け
れ
ば
な
ら
漁
。

（
註
）
ー
ノ
く
桑
・
」
。
7
。
3
H
回
が
唱
や
膿
刈
・
膿
。
。
い
捧
急
」
。
づ
・
。
，
ρ
毛
・
囲
ω
L
α
ご
9
『

　
　
　
巨
5
鼠
H
畠
串
き
島
。
噛
U
う
”
。
望
。
・
仲
「
団
。
計
≦
；
（
ざ
罫
。
”
お
畠
ニ
ヅ
目
等
．
．

　
2
　
国
H
巳
ぎ
。
℃
●
。
　
ρ
署
．
H
。
肖
炉
H
い

　
　
3
を
津
①
炉
9
ノ
・
鼻
”
麟
ご
ワ
。
。

　
4
蜜
2
壽
夢
三
ρ
ρ
需
擁
創
二
同
9
ヨ
崔
。
p
お
。
牽
H
・
づ
℃
H
。
曽
。
い
’
ぎ
。
◎
…
穿
呂
r
o
｝
♂
・
。
…
瞥
ニ
ド
冨

　
5
躍
8
⑦
零
自
ン
♂
U
。
お
p
口
8
蜜
甥
σ
q
舅
、
崔
び
。
ω
。
＝
W
。
3
・
・
二
〇
H
評
H
唄
u
ワ
も
。
夢

　
6
野
。
・
身
7
堂
Φ
巨
す
。
器
切
…
隅
。
9
謬
9
H
。
三
9
碧
。
・
巴
コ
。
H
。
σ
q
凶
8
ぎ
口
O
鼠
。
】
話
会
費
6
ポ
周
。
。
O
ρ
一
う
ω
令
ω
い
●

437

　
そ
れ
で
生
霊
の
二
種
の
響
胴
は
、
死
後
の
耳
蝉
死
霊
へ
の
連
籏
ε
生
命
の
保
持
、
生
命
ε
共
に
消

長
す
る
こ
8
、
を
各
宮
の
根
本
酌
特
徴
ε
し
て
、
本
質
的
に
は
個
禮
的
な
而
し
て
身
膿
か
ら
稽
濁

立
的
な
露
魂
ご
、
普
編
的
な
存
在
こ
し
て
身
膿
こ
の
聖
断
の
一
慰
緊
密
な
震
贋
の
観
念
ご
で
あ
る

　
　
　
　
璽
魂
魏
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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哲
學
研
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第
九
十
入
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・
　
　
　
　
　
　
　
一
二

が
、
こ
れ
ら
は
叉
雲
能
力
に
於
て
一
は
多
少
其
，
灘
身
の
戴
畳
意
識
・
，
建
具
へ
、
他
は
む
し
ろ
無
威
愚
な

存
在
ご
見
ら
れ
、
事
實
憂
膿
ご
し
て
人
格
艶
な
雲
魂
ご
雰
人
格
的
な
嬢
質
と
の
着
丈
を
示
す
の
で

あ
る
。
從
っ
て
跳
者
は
業
生
命
に
罫
す
る
機
熊
に
於
て
も
、
一
は
戚
憂
、
意
識
、
理
解
力
等
の
根
源
で

あ
り
、
他
は
呼
既
，
血
行
、
其
他
の
肉
襟
曲
活
動
を
．
輿
へ
る
も
の
ご
見
徹
さ
れ
、
二
つ
⑦
生
霊
が
相
並
ん

で
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
命
の
心
理
的
作
用
ε
生
理
鶴
作
用
と
を
分
籍
す
る
こ
ご

が
多
い
の
で
あ
る
○

　
ヰ
ル
ヶ
ン
は
マ
ラ
イ
人
ジ
。
、
フ
人
マ
ヅ
ラ
入
ブ
ギ
入
等
に
於
け
る
ス
マ
ン
ガ
ト
ご
二
．
ワ
の

魏
念
を
箆
冠
し
て
、
前
者
は
理
解
力
意
議
の
意
昧
に
於
て
の
霊
魂
邸
ち
生
霊
で
あ
っ
て
、
入
間
の
精

漏
壷
原
理
こ
し
て
の
心
理
納
露
魂
た
る
癒
畳
麟
（
ω
9
き
S
な
ア
ニ
ム
ス
に
當
り
、
後
者
は
氣
息
，
生

命
の
本
質
ご
し
て
の
露
魂
で
あ
っ
て
，
人
問
の
覇
物
酌
本
質
だ
し
て
の
生
理
的
露
魂
た
る
物
質
的

（〆

盾
盾
曹
薯
巨
喧
蜩
禔
j
な
ア
ニ
マ
に
壌
嘗
す
る
ご
云
っ
て
居
る
岱
（
・
⊥
）
も
こ
よ
リ
ス
マ
ン
ガ
ト
ご
ニ
ャ
フ
ε
を

か
く
の
如
く
二
種
の
生
露
掘
念
に
配
冠
し
得
る
か
ざ
う
か
は
疑
問
で
あ
っ
て
、
特
・
に
ス
マ
ン
ガ
ト

は
事
實
上
第
一
の
転
質
言
語
に
訳
す
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
然
し
上
に
述
べ
た
や
う
な
二

種
の
生
露
掘
念
が
窟
並
ん
で
行
は
れ
て
居
る
や
う
な
場
合
に
は
、
爾
者
が
そ
れ
ぞ
れ
生
命
の
精
憩

的
及
び
肉
素
的
磯
能
の
根
源
ざ
認
め
ら
れ
る
こ
ε
が
少
く
な
い
○
　
例
へ
ば
カ
ヤ
y
人
の
ブ
ル
ワ
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ε
ウ
ソ
プ
が
醤
諾
す
る
場
合
、
誌
上
に
墨
げ
た
ヰ
川
ヶ
ソ
の
報
告
の
如
く
バ
ハ
ウ
入
の
プ
ル
フ
ご

ト
ン
ル
フ
の
面
立
が
許
さ
れ
る
こ
す
れ
ば
、
此
傾
向
は
專
實
の
上
に
現
は
れ
て
居
る
。
な
ほ
ヰ
ル

ケ
ン
は
オ
ロ
ガ
ジ
ウ
人
の
生
襲
ハ
ム
バ
ル
ァ
ン
は
、
死
後
に
死
璽
リ
ァ
ウ
ど
な
る
も
の
こ
、
カ
ヲ
ハ

ン
（
ぎ
勇
ブ
窪
σ
q
・
ε
し
て
身
膿
に
残
る
も
の
こ
．
二
つ
か
ら
成
り
、
一
は
入
室
に
欄
性
ε
意
識
ビ
を
與
へ

る
露
魂
、
餓
は
肉
禮
生
命
の
根
源
ご
し
て
の
物
質
凶
霊
．
魂
だ
こ
云
っ
て
居
る
○
（
2
）

　
然
し
嚴
密
に
云
ふ
ざ
露
、
魂
の
本
質
が
意
識
納
の
も
の
で
あ
る
ご
、
無
戚
畳
の
も
の
で
あ
る
ご
は
、

必
ず
し
も
そ
れ
が
生
命
に
醤
す
る
機
能
の
精
紳
的
で
あ
る
ご
肉
燈
薗
で
あ
る
ご
に
關
点
し
な
い
。

生
命
の
3
5
理
的
作
用
ご
生
面
的
作
用
こ
の
根
源
に
開
す
る
恩
索
が
進
む
な
ら
ば
、
生
血
槻
念
が
入

格
的
の
も
の
で
あ
ら
う
ご
非
人
格
的
の
も
の
で
あ
ら
う
ご
、
ま
た
こ
れ
ら
爾
者
が
並
び
認
め
ら
れ

や
う
ご
、
此
等
の
機
能
は
其
何
れ
か
に
附
卜
せ
し
め
ら
れ
た
り
、
又
特
に
此
等
の
機
能
の
根
源
ε
し

て
想
定
さ
れ
だ
別
の
面
魂
槻
念
を
分
化
し
て
來
る
の
で
あ
る
。
現
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
い
て

上
記
二
種
の
生
霊
を
二
つ
な
が
ら
認
め
る
も
の
は
論
う
多
く
な
い
。
而
し
て
第
…
の
入
格
的
な

生
露
窺
念
の
み
を
有
す
る
も
の
も
、
晦
だ
マ
ラ
イ
入
や
ジ
ャ
ヲ
入
に
於
て
時
々
ス
マ
ン
ガ
ト
や
ス

マ
ク
が
多
少
人
漉
酌
に
考
へ
ら
れ
る
外
、
極
め
て
認
れ
で
あ
っ
て
、
大
部
分
は
生
露
観
念
ご
し
て
第

二
種
の
露
質
の
槻
念
の
み
を
持
っ
て
居
る
。
從
っ
て
生
命
の
機
能
に
關
す
る
考
察
が
獲
回
し
な

　
　
　
　
雛
魂
齪
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ



蜘

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
九
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

い
間
は
、
一
切
の
生
活
作
用
は
其
根
源
を
唯
一
の
生
盤
だ
る
露
質
に
饗
し
，
霊
質
は
生
命
の
精
憩
的

及
び
肉
膿
的
の
機
能
を
爾
な
が
ら
代
表
す
る
。
蓋
し
バ
タ
ク
人
の
ト
ン
デ
ィ
、
メ
ン
タ
ヰ
人
の
ン

ガ
ト
、
西
南
諸
農
及
び
モ
ソ
ユ
ッ
カ
諸
島
．
の
ス
マ
ン
ゲ
ン
等
、
及
び
オ
官
ガ
シ
ウ
族
の
ハ
ム
バ
ル
ァ

ソ
、
オ
買
一
3
ス
ン
族
の
ア
ミ
ル
ァ
は
此
種
の
露
質
極
球
に
溶
す
る
も
の
で
あ
ら
う
○

（
駐
）
一
　
ノ
’
M
讐
（
g
噌
£
）
・
o
団
計
H
一
炉
7
図
。
・

　
2
　
ぽ
に
u
＝
押
7
ゆ
。

　
然
し
生
命
の
機
能
に
聾
す
る
考
察
が
進
歩
し
て
．
其
心
理
的
及
び
生
理
的
方
面
の
多
少
異
っ
π

こ
ご
が
注
意
さ
れ
る
や
う
に
な
る
8
、
此
等
の
機
能
の
根
源
ε
し
て
の
特
殊
の
霊
魂
観
念
が
分
化

し
て
、
璽
質
掘
念
ご
羽
立
す
る
や
う
に
な
る
。
こ
》
に
於
て
我
々
は
別
種
の
生
璽
ご
し
て
精
紳
及

び
精
氣
こ
も
い
ふ
べ
き
露
魂
魏
念
の
登
生
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
此
等
は
未
．
開
人
の
問
で
は
軍
な

る
心
意
や
生
理
的
力
と
い
ふ
よ
り
も
，
む
し
ろ
此
等
を
支
配
す
る
特
殊
の
霊
魂
ご
考
へ
ら
れ
て
居

る
○
然
し
生
露
ざ
し
て
霊
質
の
外
に
精
紳
ご
精
氣
ご
が
別
々
に
認
め
ら
れ
た
う
、
霊
質
が
輩
に
生

命
の
肉
禮
的
機
能
の
み
を
有
し
て
、
特
殊
の
生
露
ご
し
て
の
精
紳
ご
欝
醸
す
る
こ
ご
は
、
事
實
上
殆
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ん
ご
現
は
れ
て
る
な
い
の
で
あ
っ
て
、
少
く
ご
も
イ
ン
ド
予
ン
ァ
に
重
て
は
我
々
は
此
種
の
事
例

を
見
出
　
す
こ
ご
が
困
難
で
あ
る
。
先
に
塞
・
げ
た
メ
タ
ニ
州
の
マ
ラ
イ
人
の
三
種
の
生
霊
槻
念
に

於
て
、
良
我
で
あ
）
膚
畳
で
あ
る
ロ
フ
は
一
見
こ
、
に
云
ふ
精
紳
の
や
う
で
あ
る
が
、
實
は
特
に
人

間
の
み
の
有
す
る
露
魂
で
あ
っ
て
、
ニ
ャ
フ
ご
ス
マ
ン
ガ
ト
の
一
屠
根
本
的
な
露
性
こ
し
て
、
後
に

附
加
さ
れ
涙
も
の
ら
し
い
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
は
ニ
ャ
オ
を
二
種
に
分
っ
て
、
生
命
氣
息
こ
し
て

の
ニ
ャ
オ
・
ず
バ
ナ
オ
ご
、
生
力
，
意
識
ビ
し
て
の
ニ
ャ
ォ
・
レ
ハ
ン
ご
を
認
め
る
が
、
後
者
を
ば
常
に
ス

マ
ン
ガ
ト
ご
同
一
親
す
る
こ
ご
は
前
に
説
い
た
蓮
」
り
で
あ
る
。
故
に
事
實
上
手
に
人
込
的
な
生

露
槻
念
の
な
い
限
り
、
イ
ン
ド
子
シ
ァ
に
於
け
る
世
家
の
槻
．
念
は
殆
ん
ざ
大
部
分
生
命
の
精
帥
的

方
面
を
代
表
し
て
，
其
生
理
的
肉
膿
的
方
面
を
代
表
す
る
精
氣
の
槻
念
ご
封
立
し
て
居
る
の
で
あ

る
◎　

そ
れ
で
マ
ラ
イ
入
ジ
ャ
フ
人
マ
ヅ
ラ
入
ブ
ギ
人
等
に
於
け
る
ス
マ
。
ン
ガ
ト
ご
ニ
ャ
フ
の
槻
念

が
、
ヰ
ル
ケ
ン
の
云
ふ
如
く
太
田
雁
で
上
ア
ニ
ム
ス
ご
ア
ニ
マ
ε
の
關
剛
係
に
粗
帯
寓
す
る
と
い
ふ
こ
ご
は
、

多
少
説
明
の
精
確
を
敏
く
の
で
あ
っ
て
、
ス
マ
ン
ガ
ト
は
む
し
ろ
多
く
の
場
合
第
一
種
の
人
格
的

生
露
よ
り
は
露
質
の
糊
念
で
あ
る
が
、
か
く
し
て
な
ほ
そ
れ
が
精
氣
観
念
こ
し
て
の
ニ
ャ
ワ
ご
謝

駕
し
、
そ
れ
ぞ
れ
生
命
の
精
憩
的
及
び
肉
腫
的
機
能
の
根
源
ざ
認
め
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
、
事
實
の

　
　
　
　
璽
魂
翔
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
五
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庁
暫
畷
胆
研
翼
　
　
第
九
十
－
入
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
み
ハ

鼠
ハ
相
を
う
が
っ
て
居
る
ビ
云
っ
て
い
峯
。
こ
の
意
昧
に
側
て
の
二
つ
の
国
璽
観
念
の
濁
立
、
帥
ち

生
命
の
精
神
醗
作
用
を
代
表
す
る
霊
質
ご
拝
覧
騰
的
方
画
を
支
持
す
胤
精
氣
ご
を
併
せ
認
め
る

こ
ご
は
、
イ
ン
ド
子
シ
ア
の
可
な
り
多
く
の
部
分
に
見
出
さ
れ
る
西
暦
寄
与
で
あ
る
。
　
ニ
ァ
ス
入

は
普
蓮
に
生
露
を
ノ
ソ
（
⇒
O
し
e
O
）
ビ
呼
ぶ
の
で
、
ク
ロ
イ
ト
は
之
を
一
の
璽
質
臨
地
ご
見
て
居
る
が
、
然

し
彼
等
は
｝
方
で
マ
ラ
イ
人
等
ε
同
じ
く
遷
喬
ス
マ
ン
ゲ
曾
§
↑
三
σ
。
。
ソ
を
認
め
て
居
る
の
で
，
ノ
ン

は
む
し
ろ
氣
息
ご
結
び
つ
け
た
心
墨
の
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
ご
同
系
語
で
あ
る
中
部
セ
レ
ベ
ス

の
ト
ラ
ジ
ャ
人
の
イ
ノ
ず
（
一
β
O
ω
ρ
）
も
同
じ
關
係
に
於
て
雷
雲
質
タ
ノ
ァ
ナ
（
霞
δ
弩
餌
）
ご
甥
立
す
る

の
で
あ
ら
う
。
（
－
）
ハ
ル
マ
へ
ー
ラ
の
ガ
レ
甲
介
、
ト
ベ
買
人
は
グ
ル
ミ
叉
は
グ
ル
ミ
ニ
と
欝
す
る

雪
質
観
念
を
有
っ
て
居
る
ご
同
時
に
、
二
，
フ
の
欲
念
も
ま
た
一
般
は
行
は
れ
て
る
る
、
（
2
）

　
そ
れ
で
露
質
翻
念
ご
醤
馨
し
た
唄
種
の
露
・
翼
ご
し
て
の
精
解
の
観
念
は
、
イ
ン
ド
子
シ
ア
に
於

て
可
な
り
廣
く
舜
難
し
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
殆
ん
ざ
み
な
躍
層
の
槻
念
を
基
本
こ
し
て

居
る
。
而
し
て
露
質
が
ス
マ
ン
ガ
ト
等
の
語
て
代
表
さ
れ
て
居
る
や
う
に
精
氣
は
ニ
ャ
ワ
等
の

語
で
云
ひ
表
は
さ
れ
る
。
　
ニ
ャ
フ
も
時
こ
し
て
は
露
質
又
は
入
黒
鯛
生
露
の
如
く
見
微
さ
れ
る

こ
ε
、
ま
た
そ
れ
が
零
露
を
も
含
め
て
一
般
に
露
魂
を
意
昧
す
る
こ
ご
は
、
前
に
暴
げ
た
ミ
ナ
ン
カ

バ
ウ
人
や
ゴ
ロ
ン
タ
質
入
の
場
合
の
如
く
で
は
あ
る
が
、
然
し
一
般
的
に
は
ス
マ
ン
ガ
ト
等
の
露



4，13

質
ε
相
並
ん
で
、
氣
怠
を
本
源
ご
す
る
精
…
氣
ε
認
め
ら
れ
て
居
る
こ
ご
は
否
定
さ
れ
な
い
。

　
か
く
て
ぞ
ン
ド
子
シ
ァ
人
の
難
馬
丁
念
を
主
ε
し
て
概
念
上
か
ら
薩
与
す
る
な
ら
ば
、
死
霊
ご

入
格
的
生
露
ご
霊
質
ご
、
及
び
此
等
ご
猫
立
に
認
め
ら
れ
た
一
種
の
露
魂
こ
し
ぐ
、
の
心
理
的
精
碑
，

的
生
露
ε
物
質
的
聖
心
精
氣
の
五
種
類
を
認
め
る
こ
ご
が
甲
骨
る
。
而
し
て
實
際
に
於
て
之
に

關
す
る
今
日
ま
で
の
報
告
は
、
イ
ン
ド
子
シ
ァ
人
の
或
る
露
魂
槻
念
が
、
此
等
の
中
に
い
つ
れ
に
島

す
る
か
、
ま
た
其
中
の
幾
つ
を
包
括
す
る
か
を
、
確
實
に
断
言
し
得
る
ま
で
に
精
密
で
は
な
い
。
然

し
鬼
燈
に
於
て
心
理
的
生
露
ε
し
て
の
精
紳
の
掘
念
は
、
多
少
の
思
索
を
経
だ
霊
魂
説
に
於
け
る

外
、
蓮
俗
的
に
は
殆
ん
ご
全
く
行
ば
れ
す
、
入
興
的
生
霊
の
雑
念
も
比
較
的
に
昇
れ
で
あ
っ
て
、
露
質

ご
相
並
ん
で
精
氣
観
念
の
認
め
ら
れ
る
こ
ご
が
多
く
、
こ
れ
に
醤
し
て
死
際
槻
念
が
最
も
一
般
的

に
現
は
れ
て
居
る
こ
ご
ば
確
言
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
死
露
を
云
ひ
表
は
す
代
表
語
が
ニ

ト
、
ア
ニ
ト
で
あ
う
、
精
氣
が
ニ
ャ
ワ
の
語
で
代
表
さ
れ
て
居
る
や
う
に
、
ス
マ
ン
ガ
ト
系
統
の
語
は

冬
ご
し
て
人
格
的
生
霊
の
親
善
ε
も
な
る
が
、
霊
質
槻
念
の
大
部
分
を
代
表
し
て
居
る
こ
ご
は
疑

は
れ
な
い
。

（
註
）
1
　
Ω
三
〇
謡
3
0
a
巴
凶
§
ω
梓
2
げ
爵
巴
o
o
h
昏
吋
≧
器
器
話
（
づ
凶
絶
三
需
6
0
厩
H
a
一
・
。
9
0
ρ
．
器
デ
び
碧
争
窪
く
。
穿
。
・
｝
（
§
島
ρ
×
㌶
＜
H
）

　
　
　
同
。
。
c
。
訓
署
・
嵩
い
∴
餐
…
図
触
9
㎞
」
名
・
a
帥
二
壱
臼
ρ
δ
c
。
・

　
　
　
　
濃
州
脚
…
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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ず惣。

　
さ
て
イ
ン
ド
子
シ
ァ
人
の
有
っ
て
居
る
重
な
る
霊
魂
観
念
、
師
ち
死
盤
ご
露
質
ざ
精
氣
ビ
の
中

で
、
我
々
は
露
贋
観
念
が
彼
等
に
最
も
原
本
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
他
は
そ
れ
か
ら
嚢
展
若
し
く
は

派
生
し
た
も
の
こ
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
た
ご
ひ
嚴
密
な
登
生
的
意
味
に
於
て
平
野
を
唯
一
の
起

源
ご
云
は
な
い
ま
で
も
、
こ
の
槻
、
念
が
彼
等
に
固
有
な
又
最
も
原
始
的
な
も
の
ご
見
徹
さ
な
け
れ

ば
な
ら
澱
。
亘
理
歯
に
つ
い
て
は
上
に
此
等
の
観
念
の
種
別
を
論
し
た
中
に
多
少
こ
れ
を
説
明

し
た
が
、
今
一
度
こ
れ
を
纒
め
て
見
る
ざ
、
第
一
は
騰
馬
分
布
の
範
園
か
ら
見
て
、
霊
堂
観
念
が
最
も

一
般
的
に
行
は
れ
て
居
る
ε
い
ふ
事
實
で
あ
る
。

　
早
智
観
念
は
マ
ラ
ッ
カ
雫
島
の
マ
ラ
イ
入
の
「
部
か
ら
．
・
・
、
ナ
ン
カ
バ
ウ
入
ニ
ァ
ス
入
ジ
ャ
ワ

入
ブ
　
ル
島
人
，
セ
　
レ
　
ベ
　
ス
　
で
は
　
マ
　
カ
テ
ル
入
ブ
キ
人
ト
ラ
ジ
　
ャ
入
ゴ
　
ロ
　
ン
タ
　
野
人
及
び
　
ハ
　
ル
　
マ
　
へ

ー
ラ
一
帯
に
行
は
れ
て
居
る
が
、
此
中
大
部
分
を
占
め
て
居
る
ニ
ャ
フ
の
観
念
は
屡
々
入
格
的
生

露
親
念
に
養
化
し
、
時
こ
し
て
は
死
霊
こ
な
っ
て
居
る
こ
ε
は
既
に
詳
説
し
癒
。
入
格
的
な
生
露
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槻
念
に
至
っ
て
は
、
イ
ン
ド
子
シ
ァ
人
中
之
を
有
す
る
も
の
極
め
て
稀
で
あ
っ
て
、
マ
ラ
イ
人
ジ
ャ

フ
入
隊
に
於
て
ス
マ
ン
ガ
ト
が
多
少
馬
入
化
さ
れ
て
居
る
場
合
、
ジ
ャ
フ
入
や
ス
ン
ダ
人
に
於
け

る
ス
ク
マ
の
観
念
が
人
格
的
生
露
ご
見
倣
さ
れ
る
外
、
ミ
ナ
ハ
サ
入
テ
ン
ギ
ル
人
、
フ
ィ
フ
ッ
ビ
ン

入
の
閣
部
の
生
踏
舞
念
が
稽
こ
れ
に
近
い
も
の
ご
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
之
に
反
し
て
鑑

質
観
念
は
イ
ン
ド
子
シ
ァ
の
殆
ん
ご
全
部
に
行
は
れ
、
唯
だ
マ
ラ
イ
人
に
於
て
往
々
擬
人
化
の
傾

向
が
あ
る
こ
ご
、
フ
ィ
ジ
ッ
ピ
ン
に
覧
て
そ
れ
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
除
い
て
は
、
こ
れ

が
彼
等
に
最
も
「
般
的
な
霊
魂
観
念
ビ
な
っ
て
居
る
○

　
田
方
で
死
霊
窺
念
は
其
分
布
か
ら
云
っ
て
、
重
質
の
そ
れ
に
優
る
ご
も
劣
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
．

イ
ン
ド
子
シ
ァ
入
中
黒
露
観
念
を
有
し
な
い
も
の
は
こ
れ
に
晒
す
る
記
録
を
敏
く
も
の
、
外
殆

ん
こ
な
い
ご
い
っ
て
も
い
、
の
で
あ
る
。
然
し
之
を
其
内
容
に
立
入
っ
て
考
へ
る
ビ
、
彼
等
の
死

霧
槻
念
は
霊
魂
に
於
け
る
ほ
こ
一
機
で
な
く
種
族
に
よ
っ
て
逼
々
で
あ
っ
て
、
外
部
か
ら
の
移
入

ご
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
こ
ご
に
マ
ラ
イ
入
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
入
、
ジ
ャ
ワ
人
、
マ
ヅ
ラ
人
、
ス
ン
ダ

入
等
の
死
霊
凝
念
は
、
全
く
印
度
激
又
は
同
激
の
槻
念
の
鍵
形
で
あ
る
こ
ビ
が
疑
は
れ
な
い
。
た

や
ニ
ト
又
は
ア
ニ
ト
の
掘
念
は
ス
マ
ト
ラ
の
田
部
、
プ
イ
モ
ル
、
ロ
プ
ィ
、
ス
ン
バ
の
諸
島
、
ブ
ル
、
ア
ン

ボ
ン
、
セ
ラ
ム
諸
島
か
ら
、
ボ
川
子
オ
の
一
部
、
フ
ィ
ジ
ヅ
ピ
ン
の
大
部
分
ま
で
振
っ
て
居
る
が
、
そ
れ

　
　
　
　
璽
魂
魏
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
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で
も
霊
質
ε
し
て
の
ス
マ
ソ
ガ
ト
の
さ
ら
に
一
般
的
な
の
に
は
及
ば
な
い
。
此
黙
か
ら
云
っ
て

も
霊
質
専
念
が
イ
ン
ド
子
シ
ァ
入
に
固
有
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
ご
が
想
像
さ
れ
る
。
尤
も
輩
に

分
布
の
廣
い
こ
ご
が
、
甚
し
も
直
に
其
槻
念
の
彼
等
に
固
有
で
あ
っ
元
こ
ご
を
謹
擦
立
る
も
の
で

は
な
い
が
、
然
し
イ
ン
ド
予
シ
ァ
の
如
く
印
度
藪
、
佛
澱
、
同
激
、
キ
ジ
ス
ト
敷
ε
次
々
に
外
來
の
大
宗

敷
の
戚
化
が
あ
っ
た
土
地
に
於
て
、
現
今
に
至
る
ま
で
蟻
蚕
槻
念
が
力
強
く
一
般
に
行
は
れ
居
る

こ
ε
は
、
そ
れ
が
彼
等
に
特
有
な
盤
魂
槻
念
ご
し
て
、
本
來
民
族
朗
に
共
通
な
原
始
曲
観
念
で
あ
っ

た
こ
ご
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
更
に
こ
れ
を
分
布
の
内
容
か
ら
見
る
ご
、
髄
質
観
念
は
文
化
の
傷
ん
だ
純
マ
ラ
イ
人
や

外
敷
の
影
響
を
受
け
た
も
の
に
少
く
、
原
始
マ
ラ
イ
人
ε
云
は
れ
る
狭
義
の
イ
ン
ド
子
シ
ァ
入
こ

ご
に
高
等
宗
駿
の
戚
化
を
蒙
ら
な
い
も
の
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。
精
氣
観
念
を
有
す
る
人
民
が

主
ご
し
て
マ
ラ
イ
入
ジ
ャ
ワ
入
其
他
印
度
激
の
影
響
の
あ
っ
た
地
方
に
限
ら
れ
て
る
こ
ビ
は
、
先

に
云
つ
元
が
、
ニ
ャ
ワ
の
語
が
梵
語
（
1
一
芽
曽
ゆ
）
か
ら
來
た
も
の
ご
す
れ
ば
．
（
－
）
愛
撫
必
が
主
こ
し
て

外
來
の
親
念
、
若
し
く
は
其
影
響
を
受
け
た
比
較
的
後
代
の
凝
生
に
薦
す
る
こ
ご
が
首
肯
さ
れ
る
。

ス
ク
マ
や
ス
マ
ン
ガ
ト
の
擬
入
化
が
、
多
く
マ
ラ
イ
人
、
ジ
ャ
フ
入
等
印
度
昏
昏
敷
を
奉
じ
た
文
化

人
民
の
闇
に
限
る
こ
ビ
は
、
既
に
幾
度
か
之
を
繰
返
し
た
が
、
霊
質
鶴
念
は
外
燈
思
想
に
留
れ
な
い



未
開
人
民
の
問
に
比
較
的
純
粋
な
形
式
で
保
存
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
ス
マ
ン
ガ
｝
の
語
源

を
梵
語
に
在
る
ε
想
定
し
て
も
、
そ
れ
は
マ
ラ
ヨ
ボ
ジ
ネ
シ
ァ
語
系
の
成
形
前
の
要
素
ご
認
め
ね

ば
な
ら
諏
位
い
、
早
く
民
族
化
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
多
く
の
地
方
的
語
形
を
産
ん
で
居
る
Q
　
死
露
親

念
に
つ
い
て
も
マ
ラ
イ
入
や
ジ
ャ
フ
人
の
そ
れ
は
、
印
庚
激
同
敷
の
心
念
で
あ
っ
て
梵
語
や
ア
ラ

ピ
ァ
語
で
云
ひ
表
は
さ
れ
て
居
る
○
　
ニ
ト
や
ア
ニ
ト
は
マ
ラ
ヨ
ポ
ソ
子
シ
ア
語
だ
ε
云
は
れ
、
（
2
）

此
槻
念
は
比
較
的
低
級
な
イ
ン
ド
子
シ
ア
人
の
間
に
行
は
れ
て
黙
る
の
で
，
虚
血
の
み
で
は
ス
マ

ン
ガ
ト
等
の
雲
質
ご
其
先
後
を
定
め
る
こ
ε
は
出
來
な
い
。
然
し
ペ
ク
、
ア
ン
ヂ
ヤ
、
ブ
ル
ア
、
リ
ア

ゥ
等
の
死
璽
槻
念
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
の
行
は
れ
て
居
る
土
地
及
び
人
種
の
關
係
か
ら
、
明
か
に
地

方
的
に
登
生
し
た
も
の
を
認
め
得
る
の
で
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
子
シ
ァ
人
一
般
の
固
有
な
民
族
的
槻

念
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
七
っ
て
死
毒
専
念
も
全
面
ε
し
て
は
岩
質
愈
愈
ほ
ざ
一
般
的
な
民
族

的
性
質
を
有
し
な
い
ご
云
ふ
こ
ε
が
幽
來
や
う
。

（
誰
）
1
　
｝
已
缶
巳
巳
ρ
ρ
、
・
o
　
」
℃
．
O
G
◎

　
　
2
毛
二
冨
ポ
・
マ
。
5
H
H
♂
℃
二
。
。
亭
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璽
魂
齪
念
の
分
化
に
つ
い
て

二
一
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次
に
観
念
の
内
容
か
ら
眺
め
て
、
晶
質
は
最
も
軍
純
な
從
っ
て
最
も
療
始
的
ご
見
え
る
性
質
を

具
へ
て
居
る
。
郎
ち
等
質
の
霊
活
は
イ
ン
ー
3
子
シ
ァ
に
於
て
は
、
人
間
の
み
な
ら
す
、
動
尋
物
か
ら

鑛
物
入
工
物
に
至
る
ま
で
、
普
懇
望
蓮
な
三
論
で
あ
っ
て
、
其
問
多
少
強
溺
程
度
の
差
別
は
あ
る
に

し
て
も
、
性
質
上
一
切
の
存
在
少
く
ε
も
す
べ
て
の
生
物
に
於
て
同
じ
性
質
を
持
っ
て
居
り
從
っ

て
彼
此
互
に
融
通
し
得
る
の
で
あ
る
、
心
入
の
ス
マ
ン
ガ
ト
を
血
肉
を
食
っ
て
自
己
に
獲
得
し
、

動
物
冠
物
の
露
質
を
入
に
輿
へ
、
一
の
植
物
よ
り
他
の
植
物
へ
こ
れ
を
移
す
こ
ご
は
、
…
幾
多
の
儀
禮

に
現
は
れ
て
居
る
。
之
に
封
し
て
死
霊
は
猛
獣
、
蛇
等
の
数
種
の
動
物
の
外
、
殆
ん
ご
全
く
人
間
に

限
ら
れ
た
特
殊
の
霊
魂
で
あ
っ
て
、
蓋
し
そ
れ
が
死
後
存
績
の
主
観
的
並
に
磁
北
的
慾
求
か
ら
狡

生
し
π
観
念
で
あ
る
だ
け
に
、
入
間
を
中
心
こ
し
て
考
へ
ら
れ
た
或
意
味
に
於
て
複
雑
な
霊
魂
槻

念
で
あ
る
。
精
氣
も
亦
面
心
で
は
往
々
動
物
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
（
－
）
そ
れ
は
氣
息
の
窺
念
か

ら
出
た
も
の
が
多
く
、
殆
ん
ご
常
に
入
間
に
翻
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
漠
然
ε
一
切
の

事
物
の
存
在
條
件
ま
だ
は
生
存
力
ご
し
て
考
へ
槌
さ
れ
た
黄
綬
よ
り
も
、
思
想
的
に
む
し
ろ
深
い

も
の
を
持
っ
て
居
る
。
尤
も
一
方
か
ら
見
る
と
霊
質
は
一
切
に
共
池
な
霊
魂
ご
し
て
、
極
め
て
抽

象
的
な
盗
ん
だ
寂
念
の
や
う
に
も
思
は
れ
る
が
、
實
は
そ
れ
は
幽
い
共
融
性
を
持
っ
て
る
る
こ
い

ふ
だ
け
で
、
其
内
容
は
甚
だ
呉
霊
的
な
特
殊
化
さ
れ
な
い
素
朴
な
観
念
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
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故
に
人
間
を
本
位
ご
す
る
死
霊
は
各
個
別
々
の
存
在
を
保
ち
．
互
に
個
性
の
相
違
を
も
つ
て
居

っ
て
、
一
周
分
離
れ
て
存
在
す
る
こ
ご
も
出
癖
す
、
彼
此
交
換
す
る
こ
ε
も
困
難
で
あ
る
が
、
霊
質
は

普
通
に
は
か
、
る
個
膿
性
を
有
せ
す
、
そ
れ
が
屡
々
生
命
の
液
（
國
0
胃
O
一
P
O
◎
門
川
⊆
門
亀
O
）
生
命
の
質
（
昌
。
び
Ω
栃
厳
暮
？

止口

B
）
　
ご
高
ば
る
・
、
如
く
、
軍
に
質
量
的
に
考
へ
ら
れ
、
其
】
部
分
或
は
如
何
な
る
分
量
を
も
取
捨
出

入
し
得
る
こ
ε
は
、
ト
ン
デ
ィ
や
ガ
ナ
の
韓
移
の
場
合
に
常
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
。
、
）
此
黙

で
は
精
鼠
は
む
し
ろ
露
質
ご
似
た
性
質
を
持
っ
て
居
る
が
．
然
し
こ
れ
に
は
事
實
上
露
質
の
如
く

移
入
移
植
等
の
儀
禮
の
あ
る
こ
ご
を
見
な
い
。
蓋
し
そ
れ
は
精
氣
観
念
が
か
、
る
原
始
的
な
儀

禮
を
生
す
る
よ
り
も
一
暦
登
達
し
た
時
期
の
産
物
に
薦
す
る
が
高
め
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
多
少

組
織
的
な
霊
質
観
念
で
は
、
入
問
に
於
て
其
身
膿
に
於
け
る
部
位
を
定
め
、
頭
．
心
臓
等
を
其
住
所
ご

認
め
る
が
、
一
般
に
は
之
を
身
膿
に
偏
在
す
る
も
の
ε
考
へ
、
往
々
特
に
血
液
を
其
所
在
ご
す
る
位

で
あ
る
。
　
か
の
稻
の
ス
マ
ン
ガ
ト
を
米
舞
、
米
児
等
ご
欝
す
る
代
．
表
面
に
集
中
さ
せ
る
の
も
、
一
は

儀
禮
上
の
必
要
か
ら
で
は
あ
る
が
、
全
禮
の
稻
の
露
質
を
こ
れ
に
集
中
し
得
る
の
は
、
其
質
量
的
な

編
在
の
思
想
に
基
く
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
次
に
霊
質
は
一
種
の
生
前
た
る
性
質
上
特
に
肉
凝
血
は
物
膿
に
常
に
附
着
し
て
存
在
し
、
睡
眠

中
叉
は
病
氣
等
の
場
舎
の
外
容
易
に
こ
れ
か
ら
分
離
し
な
い
。
た
と
ひ
・
《
れ
は
分
離
し
得
て
も

　
　
　
　
璽
魂
齪
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
二
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H
時
的
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
多
少
個
濃
化
さ
れ
て
人
格
的
生
霊
観
思
に
薯
化
せ
ん
ε
し
て
居
る
も

の
．
、
外
は
、
そ
れ
は
身
膿
を
離
れ
て
は
其
存
在
の
意
義
を
失
ふ
の
が
本
來
の
性
質
で
あ
る
。
之
に

反
し
て
死
亡
は
ま
た
其
性
質
上
蔚
然
身
軽
の
存
在
を
蔵
せ
す
、
廉
売
ご
濁
立
に
存
在
し
得
る
こ
ε

が
其
特
徴
で
あ
っ
て
だ
ご
ひ
假
托
慧
諸
等
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
む
し
ろ
特

別
の
場
合
ビ
見
微
さ
れ
る
。
か
く
露
文
ビ
死
文
ご
が
そ
れ
ぞ
れ
所
謂
膿
露
ご
遊
魂
ε
の
性
質
を

基
本
ε
し
て
有
っ
て
居
る
こ
ご
は
、
爾
志
の
著
し
い
差
異
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
此
丈
か
ら
も
露
質

の
方
が
霊
魂
掘
念
ご
し
て
一
層
輩
純
な
思
想
の
上
に
立
つ
も
の
こ
云
ふ
こ
ε
が
馬
喰
る
で
あ
ら

》
フ
○

　
さ
ら
に
死
霊
が
其
自
身
に
意
識
を
有
し
、
時
こ
し
て
は
特
殊
の
形
禮
を
有
す
る
入
格
的
な
難
魂

で
あ
る
の
に
饗
し
て
、
露
質
が
多
く
は
無
威
畳
な
形
禮
な
き
盤
ご
考
へ
ら
れ
て
居
る
こ
ε
は
、
上
に

幾
度
か
之
を
説
い
た
。
　
ス
マ
ン
ガ
｝
が
鳥
、
蝶
等
の
形
を
以
て
顯
現
す
る
こ
ご
は
、
そ
れ
が
稽
入
格

的
生
霊
の
槻
念
に
墾
化
し
て
か
ら
の
こ
ε
で
あ
っ
て
、
た
ご
ひ
儀
禮
上
の
必
要
か
ら
特
殊
の
形
膿

が
想
定
さ
れ
．
何
等
か
の
顯
現
が
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
多
く
は
歯
群
等
の
質
蚤
朗
な
も
の
で
あ

う
、
偶
然
的
の
説
明
ご
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
死
盤
の
方
が
性
質
上
さ
ら
に
登
展

し
た
露
魂
観
念
で
あ
る
こ
ビ
を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
こ
れ
ら
の
黙
で
は
精
氣
は



死
霊
よ
）
も
む
し
ろ
盤
質
に
近
い
性
質
を
有
」
或
は
さ
ら
に
軍
純
な
霊
魂
槻
念
こ
も
見
ら
剃
る

が
、
之
を
分
布
の
上
か
ら
見
て
も
、
ま
た
其
生
理
的
璽
魂
ご
し
て
の
特
殊
な
性
質
か
ら
考
へ
て
も
、
そ

れ
が
霊
質
槻
念
か
ら
の
分
化
で
あ
る
こ
ビ
は
言
々
想
像
さ
れ
る
。
勿
論
嚴
密
に
考
へ
て
，
箪
純
な

観
念
が
必
ず
し
も
原
始
的
な
も
の
こ
は
断
言
で
き
な
い
が
、
以
上
の
諸
黙
を
綜
合
し
て
見
て
、
霊
質

よ
り
も
死
露
観
念
の
方
が
、
思
想
的
に
よ
り
多
く
登
達
し
た
時
期
に
属
す
る
こ
と
は
、
略
々
推
測
さ

れ
る
で
あ
ら
う
。

（
註
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な
ほ
此
等
の
槻
念
の
狡
展
を
多
少
論
理
酌
に
考
へ
て
見
る
ご
、
他
の
面
魂
三
諦
か
ら
は
多
く
は

霊
質
の
観
念
轄
化
し
た
の
で
少
く
ご
も
溶
質
の
そ
れ
よ
b
も
稽
鞍
赤
し
た
思
想
的
基
礎
を
豫
想

す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
人
格
的
生
盤
の
寂
念
が
多
く
は
露
質
の
赤
化
で
あ
る
こ
ご
は
、
前
に
も

云
っ
た
や
う
に
ス
ク
マ
や
ス
マ
ン
ガ
ト
の
慈
心
化
に
於
て
顯
著
に
示
さ
れ
て
居
り
、
ヵ
ク
ド
ア
ン
、

　
　
　
　
鍵
魂
観
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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下
墨
・
研
究
　
　
餓
ず
ル
⊥
丁
八
当
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
山
バ

カ
ト
、
ボ
等
は
恰
も
爾
者
の
中
間
の
性
質
を
を
持
っ
て
居
て
、
正
に
此
帰
化
の
過
程
に
在
る
も
の

ご
思
は
れ
る
。
而
し
て
此
馬
鐸
化
及
び
擬
人
化
の
傾
向
は
、
そ
れ
が
甥
入
込
態
度
を
便
宜
と
す
る

儀
禮
の
醤
象
た
る
必
要
ε
、
具
騰
的
に
物
を
考
へ
や
う
ご
す
る
思
索
の
進
展
に
謂
ふ
の
で
あ
っ
て
、

す
べ
て
の
存
在
に
共
通
普
偏
で
あ
る
質
量
酌
な
露
質
に
、
ま
つ
其
物
腔
の
性
質
に
よ
る
高
下
強
弱

等
の
種
別
が
生
じ
、
需
雲
病
氣
、
衰
賢
宰
の
現
象
の
説
明
か
ら
身
離
こ
の
舜
離
が
認
め
ら
れ
、
露
質
の
呼

戻
し
取
押
へ
（
コ
9
p
σ
q
ω
2
φ
ロ
σ
q
9
）
ま
た
は
引
言
し
（
ヨ
Φ
b
σ
q
9
ヨ
げ
置
ω
。
日
聖
σ
q
葺
）
等
の
儀
禮
が
生
じ
て
、
一
暦
個

華
華
人
格
的
に
考
へ
ら
れ
、
出
産
の
説
明
の
爲
に
霊
質
の
再
蹄
を
認
め
、
之
に
よ
っ
て
死
霊
の
起
源

を
説
明
す
る
に
至
っ
て
、
そ
れ
は
且
々
明
瞭
に
其
個
性
ご
永
肥
馬
を
具
へ
た
難
魂
観
念
ご
な
る
の

で
あ
る
○
精
…
氣
観
念
が
其
形
式
は
軍
馬
で
あ
っ
て
も
、
其
根
底
に
は
一
履
…
深
い
思
索
の
進
歩
を
豫

吝
し
、
平
筆
の
生
理
的
機
能
の
特
殊
化
さ
れ
π
も
の
こ
し
一
、
、
こ
れ
か
ら
分
化
し
た
も
の
ご
見
倣
し

得
る
こ
ご
は
、
既
に
再
三
之
を
説
い
た
。

　
死
露
槻
念
特
に
其
比
較
的
に
晟
族
酌
な
色
彩
を
持
っ
て
居
る
ニ
ト
、
ア
ニ
ト
等
の
超
源
に
つ
い

て
は
、
之
を
霊
質
窺
念
ご
比
し
て
何
れ
を
先
こ
も
断
言
で
き
な
い
が
、
然
し
露
質
は
當
葱
の
生
命
現

象
を
説
明
す
る
生
霊
茅
垣
の
一
種
こ
し
て
、
最
も
幼
稚
な
心
理
に
も
必
要
黒
く
べ
か
ら
ざ
る
親
念

で
あ
わ
、
死
露
は
死
後
生
活
を
説
明
す
る
爲
め
に
褒
生
し
た
掘
念
ご
し
て
、
稽
進
ん
だ
思
索
力
を
要
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求
す
る
も
の
ε
云
ふ
こ
ビ
が
出
帆
や
う
。
現
今
の
イ
ン
ド
子
シ
ア
人
に
は
殆
ん
ざ
塵
取
観
念
を

持
た
な
い
も
の
は
な
く
、
死
後
の
存
綾
を
信
じ
な
い
も
の
は
な
い
ご
云
っ
て
い
、
位
で
あ
る
が
、
然

し
彼
等
の
死
後
生
活
槻
念
は
必
ず
し
も
永
績
的
な
ま
た
明
確
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
現

に
高
等
宗
激
の
混
化
を
受
け
な
い
奥
地
の
原
始
的
な
イ
ン
ー
3
子
シ
ア
人
の
死
後
槻
念
は
、
軍
に
死

後
数
野
間
の
存
績
で
あ
っ
た
り
、
酋
長
其
他
特
殊
の
章
々
に
の
み
可
能
で
あ
っ
た
り
、
唯
だ
死
の
崇

り
を
怖
れ
る
が
爲
め
で
あ
っ
た
り
、
其
死
露
槻
念
も
甚
だ
暖
昧
で
あ
る
こ
ご
は
、
ト
ラ
ジ
ャ
人
の
ア
・

ニ
ト
、
ミ
ナ
ハ
テ
人
の
エ
ン
プ
ン
（
6
も
琵
σ
q
）
、
ハ
ル
マ
へ
ー
ラ
の
ヲ
ン
ギ
（
♂
く
9
お
町
）
バ
ゴ
ボ
族
の
ギ
モ
ク

ド
の
槻
念
な
ご
に
現
は
れ
て
居
る
。
（
－
）
自
巳
又
は
略
号
に
關
し
て
死
後
の
存
績
を
要
求
す
る
こ

ε
は
、
極
め
て
輩
純
な
幼
稚
な
3
6
理
に
量
り
得
る
こ
ご
で
あ
る
が
し
か
も
現
實
當
面
の
生
活
の
外

鰐
り
多
く
を
考
へ
な
い
原
始
入
に
於
て
は
、
此
要
求
が
具
罷
化
さ
れ
な
い
場
合
は
往
々
に
し
て
見

出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
．
ま
し
て
之
を
説
明
す
る
が
爲
め
に
死
霊
槻
念
を
登
生
す
る
に
至
る
の
は
、

輩
純
な
現
量
の
生
命
現
象
を
説
明
す
る
爲
の
生
霊
槻
念
の
登
生
に
比
し
て
は
、
む
し
ろ
第
二
次
的

の
も
の
ε
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
現
に
バ
タ
ク
入
が
ト
ン
デ
ィ
の
掘
念
を
延
長
し
て
死
露
ご
な

す
こ
ε
や
、
ニ
ャ
オ
ト
、
ス
マ
ン
ガ
ト
、
ス
ク
マ
等
が
死
後
に
残
存
し
て
死
露
の
役
目
を
な
し
て
居
る

場
合
の
如
き
は
、
彼
等
に
本
來
固
有
の
死
窪
観
念
が
な
か
っ
た
の
が
、
死
後
生
活
観
念
の
獲
展
の
結

　
　
　
　
璽
魂
魏
念
の
分
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
七
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哲
學
研
究
　
第
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

果
こ
》
に
死
霊
ビ
し
て
延
長
さ
れ
た
も
の
ご
見
方
す
こ
ご
が
出
來
る
。

　
又
人
格
的
生
霊
の
槻
念
が
霊
質
ε
並
び
存
す
る
場
合
に
、
そ
れ
は
死
盤
の
越
源
を
求
め
て
、
之
を

生
前
に
遡
っ
た
も
の
ご
認
め
得
る
の
で
あ
っ
て
、
カ
ヤ
ン
入
の
ブ
ル
ァ
や
ル
ン
ガ
ル
ン
カ
ン
其
他

の
事
例
は
多
少
此
想
定
を
観
経
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
反
醤
に
死
霊
槻
念
が
生
璽
槻
念
の
延
長

で
あ
る
や
う
な
場
合
に
は
、
そ
れ
が
露
質
親
念
か
ら
の
派
生
縛
化
で
あ
る
こ
ε
＝
厨
卑
湿
ε
な
る

の
で
あ
っ
て
、
い
つ
れ
に
し
て
も
霊
賛
が
此
等
の
盤
魂
講
衆
の
根
本
蘭
な
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ

ご
に
蹄
着
す
る
。
死
露
掘
念
の
極
め
て
原
始
的
な
も
の
に
至
っ
て
は
、
恐
ら
く
器
質
槻
念
の
轄
化

ご
い
ふ
よ
り
も
、
こ
れ
に
濁
立
の
蓮
源
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
此
場
合
に
於
て
も

そ
れ
が
思
想
上
露
質
よ
り
も
稻
後
期
の
登
生
に
腸
す
る
ご
見
倣
す
こ
ご
は
．
上
に
述
た
理
由
に
よ

っ
て
、
必
ず
し
も
無
理
な
臆
漸
ご
は
云
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
ご
に
若
し
り
ー
ド
の
云
ふ
や
う

に
、
死
霊
憂
欝
の
要
素
が
露
塵
か
ら
成
る
ご
い
ふ
こ
ご
を
許
す
な
ら
ば
、
（
。
一
）
露
質
観
念
が
其
等
の

墓
礎
こ
な
る
最
も
原
本
的
な
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
、
當
然
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
鎗
。

，
以
上
イ
ン
ド
子
シ
ァ
人
の
亡
魂
槻
念
の
種
別
ざ
瀬
頭
に
つ
い
て
、
主
ざ
し
て
地
理
上
の
比
較
ε

論
理
的
の
考
察
の
み
を
以
て
し
た
の
で
は
、
霊
質
槻
念
が
彼
等
に
固
有
な
ま
た
最
も
原
始
的
な
も

の
で
あ
る
こ
ε
を
断
言
す
る
に
不
充
分
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
た
や
巌
密
な
意
味



の
村
吏
的
考
察
の
困
難
に
し
て
二
種
の
資
料
の
多
く
な
い
民
族
ご
其
露
里
槻
念
に
つ
い
て
は
、
其

下
生
の
歴
吏
を
π
ざ
る
の
に
か
、
る
方
法
を
以
て
す
る
こ
ご
は
、
又
籐
儀
な
い
こ
ご
で
あ
る
。
然

し
精
細
な
研
究
こ
い
ふ
の
で
は
な
く
、
た
や
考
へ
つ
く
ま
、
を
書
き
つ
㎏
け
た
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
か
ら
，
其
方
法
ご
論
理
の
不
精
確
な
こ
ご
に
つ
い
て
は
、
切
に
先
畳
の
叱
正
を
乞
は
な
け
れ
ば

な
ら
澱
。
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